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1 事業のねらい

新潟支部管内の上位選手の技術の向上を図り、小・中学生と大学生が連携して全国大会を

見据えた強化を図る。

2 対象

（1） 新潟支部に会員登録している小学生5年生～6年生選抜選手

① 5月初め開催予定のＡＢＣ大会でベスト8以上

② 7月初め開催予定の県ジュニア選手権シングルス・ダブルス大会でベスト8以上

③その他、協会推薦者若干名

（2） 新潟支部に会員登録している中学生選抜選手【①は前期(第1回～3回)②は後期(第4回～6回)】

①令和6年度下期の大会成績を踏まえ、該当大会で上位に進出した選手とする。

　〈該当者〉中学生選手権ベスト16以上、新人大会決勝進出者、支部大会ベスト４以上

②令和7年度上期の大会成績を踏まえ、該当大会で上位に進出した選手とする。

　〈該当者〉新潟地区大会ベスト8以上、ＪＯＣ新潟県予選会ベスト16以上

③その他、協会推薦者若干名（スーパージュニア事業における新中学1年生、他支部からの転入選手など）

3 活動実績

実施日 会　場 参加者数 指導者数

第1回 令和7年4月19日 (土) 白根カルチャーセンター   26 名   14 名

第2回 令和7年5月10日 (土) 横越総合体育館   30 名   18 名

第3回 令和 7年 6月 7日 (土) 新潟市体育館   30 名   18 名

第4回 令和7年9月20日 (土) 横越総合体育館   19 名   18 名

第5回 令和8年1月10日 (土) 白根カルチャーセンター   17 名   16 名

第6回 令和 8年 2月 7日 (土) 秋葉区総合体育館   23 名   16 名

4 成果と課題

（1） 成 果

①敬和学園大学監督による一貫した指導を受けることができ、指導補助員として敬和学園大学のバドミントン

①部員に協力してもらうことは大変効果的であった。

②指導者の分析による技能練習と実戦力の向上を行った。午前は、トレーニングと技能の向上に充て午後からは

①応用練習・ゲーム練習を行う構成で選手としての姿勢にも檄をいただくなど質実の向上が見られた。

（2） 課 題

①停滞することなく向上を目指し、理事を中心に「選抜強化」「選手選抜」の在り方を見直して行くこと。

①指導者からも忌憚なくご意見をいただき、より「選抜」に相応しい場に更新していくこと。

②全国につながる選手を輩出する場として「選抜強化」の中で二次選抜を行うなど切磋琢磨を促すこと。
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